
 

1 

 

横浜山の会 2022 年 11 月号会報 第 704 号 

 

上信越：谷川岳一ノ倉沢衝立岩中央稜 

◆日程 2022年 10月 15日 (土) 

◆メンバー L : SD、TY 

◆天候 曇り 

 「谷川の本チャンをやらないか？」と誘われたとき自分に登れるか戸惑った。三ツ峠の屏風

岩でもクライミングコンペでも十分に登ることが出来なかったからだ。それでも SD さんがい

るから何とかなるだろうと覚悟を決めた。 

 谷川ベースプラザの駐車場は夜間利用禁止となっており谷川岳インフォメーションセンター

の駐車場でテントを張って仮眠した。4 時起床、軽く朝食をとって歩き出した。一ノ倉沢出会

いからは岩壁が見え、身が引き締まった。怖いと聞いていたテールリッジはやはり怖かった。

バランスとソールの摩擦力に神経を集中した。テールリッジを登り詰めればもう衝立岩中央稜

の取付きだ。先行パーティが取り付いていたが程なく我々の番が回って来た。ハーネスを装着

していた時、ふと SD さんが「リードやる？」と聞いてきた。フォローのつもりでいたが何か

新しい世界が待ち受けているような気がして「やってみます」と返事。Ⅳ級 40m 登って 2 ピ

ッチ目は SD さんとリードを交代、つるべで行くことにした。ライン取りで迷ったり、登るの

に苦労した箇所もあったが以前ほど怖いとは思わなかった。三ツ峠やクライミングコンペで怖

い経験が自信になったのかもしれない。困難な個所をクリアする毎に山歩きとは違う興奮と充

実感を感じた。核心部の 4 ピッチを終了したところで今回はここから懸垂下降で降りることと

した。帰りのテールリッジは更に怖かった。予想より大幅に早く 14 時に一ノ倉沢出会いに到

着。全身爽やかな倦怠感に包まれて帰途についた。             （記：TY） 

 
CT：谷川岳インフォメーションセンター4:41‐一ノ倉沢出会 5:30‐衝立岩中央稜

取付き 8:50‐中央稜 4P登攀後同ルール下降～12：30中央稜取付き 14：00一

ノ倉沢出会‐谷川岳インフォメーションセンター15:00  

個人山行 

 


